
CYTEC １６NhzVFO 2007.6.10 雨 19.6℃
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ＣＹＴＥＣ 内田ＯＭから譲ってもらった基板で １６ＭｈｚＬＣ－ＶＦＯを組み立てました。

ＶＦＯのＱＲＨを室内で３０分間計測したところ、計測開始後２０分くらいで安定してきました。
もう少し長い時間計測する必要があるかもしれませんが、５００ＨＺ程度変動した後、運用可能
な程度まで安定するようです。

昔で言えば、
「電源ＯＮ ３０分後、 １時間以内±１００ＨＺの周波数変動」といった表現になるのでしょう
か。
（KWM-２と同じくらいの安定度？）

尚、回路は諸般の理由で次のように変更しています。
添付の回路図を参照してください。

変更の概要 ：
① VC1（同調用バリコン）： ２０PF → ７PF～２６PF
② C1 ： １５PF → ９．７PF
※ ①、②により 同調範囲が １５．９９５Mhz～１６．１１０MHZ になりました。

③ ＴＣ１ ： ３０ＰＦ → ４５ＰＦ
④ Ｄ１（定電圧ダイオード） ： 付けていません
⑥ ＤＣ１２Ｖ ： 電源入力を ＤＣ６Ｖ へ
⑦ 手持ちに ＦＣＺ１０－１４ が無かったので ＦＣＺ１０－９ で代用（Ｃ２３：５１ＰＦ→２０Ｐ
Ｆ）
⑧ Ｒ１３（３．３ＫΩ） ： 付けていません
⑨ Ｃ５（４．７μＨ） ： 付けていません
⑩ Ｃ９（１０４） ： 付けていません
⑪ Ｒ９（５１０Ω） → ４７０Ωへ（５１０が無かったので・・・）
⑫ ｆｃ＝２１ＭＨＺのフィルタ ： 付けていません（１６ＭＨＺ用の材料が足りませんでした）

その他 トランジスタは CYTECさんの回路図のとおり
２ＳＣ１８１５ＧＲ × ３個 で作ってみました。

この盛り上がった部分は、測定中に XYL が側を行ったり来たりしたのできっと空気がかき回され、基板のまわりの
温度が変化したのではないかと思われます。

今度は、プラネット４０にセットし、ケースに入れた状態で計測する必要がありそうです。


